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平
成
二
十
六
年
度
定
時
総
会
が
六
月
十
日（
火
）

午
後
一
時
か
ら
甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
で

会
員
総
数
二
八
〇
名
中
二
三
四
名
（
う
ち
書
面
に

よ
る
議
決
権
一
〇
五
名
）
の
出
席
の
も
と
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
沖
田
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

来
賓
と
し
て
浜
田
一
義
安
芸
高
田
市
長
、
塚
本
近

市
議
会
議
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
木
下
豊

会
員
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

報
告
一　

 

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
書
及
び
収

支
予
算
書
の
報
告
の
件
に
つ
い
て

報
告
二　

 

平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業

報
告
の
附
属
明
細
書
の
報
告
の
件
に
つ

い
て

第
一
号
議 

案　

平
成
二
十
五
年
度
計
算
書
類
（
貸

借
対
照
表
及
び
正
味
財
産
増
減
計
算

書
）
及
び
附
属
明
細
書
並
び
に
財
産
目

録
の
承
認
の
件
に
つ
い
て

第
二
号
議 

案　

役
員
（
理
事
・
監
事
）
の
選
任
の

件
に
つ
い
て

第
三
号
議 

案　

理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
の
承

認
の
件
に
つ
い
て

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
終
了
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
代
表
理
事

（
理
事
長
）
沖
田
一
夫
氏
、
副
理
事
長　

渡
邉
徹

也
氏
、
業
務
執
行
理
事
（
常
務
理
事
）
三
木
鐵
也

氏
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

 平成26年度  定 時 総 会

　
今
回
次
の
六
名
の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

実
　
方
　
政
　
義
（
甲
田
町
）

金
　
川
　
末
　
夫
（
向
原
町
）

三
　
戸
　
秀
　
世
（
高
宮
町
）

小
　
積
　
　
　
讓
（
八
千
代
町
）

小
　
川
　
忠
　
昭
（
吉
田
町
）

福
　
丸
　
清
　
治
（
吉
田
町
）

退
任
理
事 

（
敬
称
略
）　
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平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
計
画

一
、
普
及
啓
発

　

広
く
市
民
の
方
々
に
本
事
業
へ
の
理
解
と
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
人
の
集
ま

る
場
所
や
公
共
施
設
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
会
報
等
の
配
布
を
行
い
、
理
念
と
仕
組

み
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
自
身
に
本
事
業
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
行
い

ま
す
。

二
、
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

⑴
　
啓
発
、
安
全
確
保

　

セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
仕
事
を
安
全
か
つ
適
正
に
遂
行
で
き
る
よ
う
、
安

全
意
識
の
高
揚
と
事
故
防
止
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

⑵
　
適
正
就
業

　

発
注
者
か
ら
の
指
揮
命
令
、
混
在
就
業
等
、
雇
用
関
係
下
と
み
な
さ
れ
な
い
就

業
環
境
づ
く
り
、
法
令
を
遵
守
し
適
正
就
業
に
よ
る
事
業
の
運
営
を
推
進
い
た
し

ま
す
。

三
、
就
業
開
拓
提
供

　

高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い 

新
規
の
仕
事
を
開
拓
し
、
就
業
機
会
の
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

四
、
社
会
参
加
活
動
の
推
進

　

地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
公
共
施
設
等
を
対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

以
上
が
、
平
成
二
十
六
年
度
の
主
要
事
業
の
計
画
で
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
を

取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
会
員
、
役
職
員
が
力
を

合
せ
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 平成26年度　収　支　予　算　書　 平成26年4月1日から
平成27年3月31日まで

科　　　目 本年度当初予算額 前年度当初予算 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（1）経常収益
経常収益計 136,775,000 146,293,000 △9,518,000

（2）経常費用
経常費用計 139,354,000 146,436,000 △7,082,000
　当期経常増減額 △2,579,000 △143,000 △2,436,000

２．経常外増減の部
（1）経常外収益
経常外収益計 0 0 0

（2）経常外費用
経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
　他会計振替額 0 0 0
　当期一般正味財産増減額 △2,579,000 △143,000 △2,436,000
　一般正味財産期首残高 20,685,775 20,828,775 △143,000
　一般正味財産期末残高 18,106,775 20,685,775 △2,579,000

Ⅲ　正味財産期末残高 18,106,775 20,685,775 △2,579,000

（単位：円）
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役 員 名 簿　
新役員（理事・監事）

専門部会

安全委員会総括地域委員会表彰選考委員会

平成26年６月11日（敬称略）

役　職　名 氏　　名 役職名 氏　　名 役職名 氏　　名

代表理事（理　事　長） 沖 田 一 夫 理 事 行　友　　　勉 理 事 児　玉　征之助

理 事（副 理 事 長） 渡 邉 徹 也 理 事 前 村 岑 男 理 事 池　本　　　勉

業務執行理事（常務理事兼事務局長） 三 木 鐵 也 理 事 玉 川 康 男 理 事 鈴 川 暢 章

理 事 山 田 数 敏 理 事 藤 原 憲 司 監 事 川 角 一 郎

理 事 田 島 鉄 男 理 事 中 川 隆 士 監 事 兼 近 浩 三

理 事 方 京 逸 朗 理 事 新 田 琢 磨

■普及啓発・福利厚生部会

役職名 氏　　名

部 会 長 児　玉　征之助

副部会長 鈴 川 暢 章

部 会 員 玉 川 康 男

部 会 員 新 田 琢 磨

部 会 員 方 京 逸 朗

部 会 員 山 田 数 敏

役職名 氏　　名

委 員 長 前 村 岑 男

副委員長 宮 田 勝 之

委 員 池　本　　　勉

委 員 鈴 川 暢 章

委 員 近 野 信 之

委 員 油 木 育 夫

委 員 大 澤 信 明

委 員 佐々木　眞　三

委 員 末　田　　　勵

■総務部会

役職名 氏　　名

部 会 長 藤 原 憲 司

副部会長 行　友　　　勉

部 会 員 前 村 岑 男

部 会 員 山 田 数 敏

役職名 氏　　名

委 員 藤 原 憲 司

委 員 中 川 隆 士

委 員 児　玉　征之助

委 員 前 村 岑 男

委 員 三 木 鐵 也

■事業部会

役職名 氏　　名

部 会 長 中 川 隆 士

副部会長 方 京 逸 朗

部 会 員 玉 川 康 男

部 会 員 池　本　　　勉

部 会 員 渡 邉 徹 也

部 会 員 田 島 鉄 男

役職名 氏　　名

委 員 長 近 野 信 之

副委員長 佐々木　眞　三

委 員 油 木 育 夫

委 員 大 澤 信 明

委 員 宮 田 勝 之

委 員 末　田　　　勵

※必要に応じて、理事長及び
　事務局長を含む
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先
般
、
定
時
総
会
に
お
い
て

会
員
の
皆
様
よ
り
ご
承
認
い
た

だ
き
理
事
と
い
う
大
役
を
引
き

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
事
業
発
展
の
た
め

諸
先
輩
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
定
時
総
会
に
お
い

て
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

基
本
理
念
で
あ
る
「
共
働
、
共

助
」
の
も
と
「
お
か
げ
さ
ま
」

の
気
持
で
、
会
員
全
員
が
生
き

が
い
の
あ
る
活
動
と
し
て
健
康

で
地
域
の
人
に
信
頼
さ
れ
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
あ
り

ま
す
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導

を
頂
き
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。

　

今
年
六
月
定
時
総
会
に
お
い

て
、
皆
様
の
ご
承
認
を
い
た
だ

き
理
事
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

シ
ル
バ
ー
事
業
が
地
域
の
皆

様
と
、
強
い
つ
な
が
り
で
発
展

す
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
よ
ろ

し
く
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
重
責
を
担
う
理
事

に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
生
八
十
年
超
時
代
、
私
た

ち
高
齢
者
が
「
生
き
が
い
」
と

し
て
、
健
康
で
シ
ル
バ
ー
事
業

を
通
じ
て
、地
域
社
会
に
参
加
・

活
躍
で
き
る
喜
び
を
感
じ
合
え

る
よ
う
微
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
理
事
に
選
任
い
た

だ
き
、
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し

い
時
大
変
な
責
任
を
感
じ
て
お

り
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
理
念
の
も
と
、
精
一
杯

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
皆
様
方
の

ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

理事
田島　鉄男
（吉田町）

理事
池本　　勉
（高宮町）

理事
玉川　康男
（八千代町）

理事
前村　岑男
（甲田町）

理事
鈴川　暢章
（向原町）

　平成26年度「安全就業強化月間」の啓発
活動として会員の安全意識の高揚を図るこ
とを目的とし、安全就業標語の募集を行い
ました。55作品の応募があり、5月30日の
選考委員会において厳正な審査の結果6名
の作品が入賞されました。

◇　

気
を
つ
け
よ
う　

過
信
と
油
断
が　

事
故
の
も
と

 

飯
森　

義
明　

吉
田
町

◇　

話
し
合
い　

ゆ
と
り
と
確
認　

事
故
は
無
し

 

川
元　

竣
匝　

美
土
里
町

◇　
急
が
な
い
あ
わ
て
な
い　

規
則
を
守
っ
て　

安
全
就
業

 

田
中　

繁
夫　
　

吉
田
町

◇　

安
全
作
業
は　

前
後
左
右
の　

指
差
し
呼
称

 

小
積　

讓　
　

八
千
代
町

◇　

安
全
は　

思
い
込
み
よ
り　

思
い
や
り

 

中
川　

隆
士　
　

美
土
里
町

◇　

こ
れ
ぐ
ら
い　

心
の
ス
キ
が　

事
故
に
な
る

 

奥
野　

正
富
士　
　

吉
田
町

平成26年度  　　　　　
安全就業標語入賞作品

新
役
員
の
紹
介

（
敬
称
略
）

安
全
就
業
標
語
入
賞
作
品
　
　
　

選考の様子

入賞された方々
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　安芸高田警察署地域交通課　佐々繁真二警
部、原田孝平警部補　西日本高速道路パトロ
ール関西（株）千代田基地　富田誠高速隊長
を講師に招き、「高齢者の交通安全について」
の講習会を開催し、反射神経テストや運転の
シュミレーションの体験、高速道路での事故
についてなど受講しました。

　八千代湖畔県道沿線を研修会場に草刈り講習会
を開催しました。安芸北森林組合　谷岡正登氏　
広島ビーバーサービス高橋正明氏を講師に招き、
刈払機の取扱いや安全整備、草刈りの実習を行い
ました。

　（株）立川園芸土木　立川諭氏を講師に招き
剪定講習会を開催しました。雨天のためレイク
スタディスポーツセンターはじ丸館で、剪定の
基礎知識、庭木の手入れ、安全就業など座学を
行いました。

交通安全講習会
2月21日（金）76名

剪定講習会 ６月18日（水）30名

安全パトロール
　７月17日（木）安全委員８名　事務局３名の３班
編成で市内６ヶ所をパトロールしました。

草刈り講習会 ６月25日（水）32名

講習会

作業前のミーティングも大事です。
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当
店
は
、
甲
田
町
の
地
域
に
唯

一
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
す
。

　

当
店
の
朝
の
清
掃
を
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
さ
ん
に
依

頼
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
六
人

の
会
員
さ
ん
が
交
代
で
清
掃
を
し

て
く
だ
さ
り
、
安
心
し
て
お
願
い

で
き
て
お
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
さ
ん
た
ち
に
は
、
開
店
前
の
、

朝
の
七
時
か
ら
清
掃
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
今
の
時
期
は
暖
か

く
な
り
ま
し
た
が
、
冬
場
は
朝
の

早
い
時
間
、寒
さ
の
厳
し
い
中
を
、

水
を
使
っ
て
の
作
業
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
頭
の
下
が
る
思
い

が
致
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う

な
中
で
も
、
元
気
な
、
気
持
ち
の

よ
い
朝
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
店
で
は
、
店
の
周
り

の
剪
定
も
夏
場
の
暑
い
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
快
く
引
き
受
け
て
頂

い
て
お
り
、
毎
年
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。

　

お
客
様
に
気
持
ち
よ
く
利
用
し

て
頂
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
心

の
こ
も
っ
た
清
掃
を
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
発
展
の

為
に
も
、
益
々
の
活
躍
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

千
代
田
工
場
は
、
自
動
車
の
ゴ

ム
部
品
を
製
造
加
工
し
て
い
る
工

場
で
す
。

　

中
で
も
車
の
足
回
り
部
品
が
主

力
と
な
っ
て
お
り
、
バ
ン
プ
ス

ト
ッ
パ
ー
や
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー

ブ
ッ
シ
ュ
と
い
う
部
品
を
中
心
に

生
産
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
四
月
よ
り
、
安
芸
高
田

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
よ

り
お
話
し
を
頂
き
、
地
域
の
シ
ル

バ
ー
さ
ん
で
も
で
き
る
仕
事
と
言

う
事
で
、
部
品
の
バ
リ
取
り
仕
上

げ
作
業
を
お
願
い
し
、
早
や
五
ヶ

月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
初
は
、
会
員
さ
ん
も
今
ま
で

見
た
事
も
無
い
部
品
を
手
に
し
、

仕
上
げ
作
業
に
も
戸
惑
い
が
あ

り
、
な
か
な
か
思
っ
た
通
り
の
数

が
上
が
ら
な
い
様
子
で
し
た
が
、

月
日
が
経
つ
に
つ
れ
作
業
に
も
慣

れ
て
い
き
、
今
で
は
、
安
定
し
た

数
量
を
日
々
こ
な
し
て
頂
い
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
方
々
の
多
く
が
、
こ
れ

ま
で
農
作
業
を
中
心
に
、
田
畑
と

家
と
の
往
復
で
あ
っ
た
生
活
か
ら

人
材
セ
ン
タ
ー
ま
で
毎
日
足
を
運

ば
れ
、
他
の
会
員
さ
ん
達
と
顔
を

合
わ
せ
、
生
き
生
き
と
仕
事
を
さ

れ
て
お
ら
れ
る
と
聞
き
、
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
企
業
も
、
若
者
の
労
働
力

不
足
の
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
期
待
す
る
所
も
大
き
く
、

会
員
の
皆
様
の
『
働
き
が
い
や
生

き
が
い
の
一
役
を
担
え
る
企
業
』

と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

協
同
組
合

甲
田
シ
ョッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

 
代
表
理
事　
　
　

 
住
吉　

正
紀

　
　

株
式
会
社　

モ
ル
テ
ン

　
　

千
代
田
工
場
一
課　

 

課
長　

丸
重　

秀
夫

発注者の声

吉田町山手の工場周りの草刈り
をし、就業写真を送ったところ

いつもお世話になります
実施後の写真には驚いており
ます。すごくきれいにして頂い
ています
ご協力ありがとうございました

という発注者
さんからお礼
のメールを頂
きました。

働
き
が
い
・
生
き
が
い
の
一
役
に
！
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今
年
の
夏
は
雨
が
多
く
、
梅
雨
の
よ
う
な
う
っ

と
う
し
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
日
に
は
広
島
市
安
佐
南
区
や
安
佐
北

区
で
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生
し
多
く
の
人
々

が
犠
牲
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
自
分
は
ど
の
よ
う
に
し
て

身
を
守
る
の
か
、
常
日
頃
か
ら
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
も
健
康
・
安
全
に
気
を
つ
け
て
地

域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

編

集

後

記

　マダニが媒介する感染症を予防するためには、マダニに咬まれないようにすることが
重要です。特に、マダニの活動が盛んな春から秋にかけては注意が必要です。
　農作業、庭仕事など野外で活動する際には、次の点に注意が必要です。
　・ 長袖、長ズボンなどを着用して皮膚の露出を避け、ズボンやシャツの裾などを入れ込んでマダ
ニの入り込みを防ぐ。

　・屋外活動後は、体や服を叩き、マダニにさされていないか確認する。
　帰宅後は、すぐに入浴して身体をよく洗い付着したダニを落とし、衣服は洗濯する。
　マダニは身体にとりついてすぐ刺すのではなく、体のやわらかい部位をさがして刺す習性があり
ます。
　・脱いだ衣服は放置せずにすぐ洗濯するか、ナイロン袋等に入れて口をしばっておく。
　・吸血中のマダニを見つけた場合は、できるだけ医療機関で処置する。
 （広島県感染症疾病管理センターより引用）

　　　　 　蜂に刺される一番危険な時期は、アシナガバチは７月～８月、スズメバチは７月～10
月、ミツバチは、一年中危険です。

　スズメバチは、黒い物に激しく反応し、攻撃を加えます。
　蜂にもっとも刺されやすいのは、腕や手で、次に顔、頭部等で、身体の露出部分が真先にねらわ
れます。
　顔面を保護するための防蜂網や、防護手袋を着用するようにしましょう。
・蜂に刺されたら、刺された場所から離れ、刺されているところを、きれいな水で洗います。
・赤く脹れはじめたところに、抗ヒスタミン軟膏を塗ります。
・ 手や足を刺された場合は、心臓に近い方を止血ゴム管等でしばります。ただし数分間隔でゆるめ
ます。
・ 初期症状として、発疹、流涙、せき、嘔吐、下痢等の症状が見られる場合は、一刻も早く医師の
手当てを受けるようにします。
・患者を移送するときは、決して背負わないで担架で救急車まで移送します。
 （厚生労働省のホームページより引用）

マダニの感染症「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）」
に注意しましょう

蜂  に  注  意

会
報『
シ
ル
バ
ー
安
芸
高
田
』

原
稿
募
集

　

会
員
の
た
め
の
会
報
づ
く
り
を
目
指
し
原
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
題
材
は
自
由
で
す
。
仕
事
・

旅
行
・
趣
味
・
体
験
談
な
ど
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

一
枚
程
度
に
書
い
て
事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。
写
真
・
俳
句
・
川
柳
な
ど
も
募
集
し
て
い
ま

す
。会
員
皆
様
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


